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研究成果の概要（和文）：　生活用品に関する情報収集の基本となる用品リストについて、試行的なデータ収集を試み
ながら参加者で意見交換し、衣食住や宗教関係用品およそ75項目からなるリストを完成させた。衣については外出着や
ふだん着、寝間着、上着や下着など約20項目、食については調理具や食器など約20項目、住については間取りや家具、
通信機器など約25項目、宗教関係では約10項目を、生活に必需の基本用品としてあげた。５年間の現地調査でインドネ
シア各地に居住する10の民族の約60軒の家庭から、上記リストをもとに生活用品のデータを収集した。さらにタイ、シ
ンガポール、オランダでもデータを収集し、比較検討しながら分析・考察を行った。

研究成果の概要（英文）：The study group made a list of house utensils which are thought to be necessary 
goods for a family life in the region, and collect data of such house utensils in the various regions in 
Indonesia. The list contains the basic house utensils amounting 75 goods, including cloths, kitchen 
utensils, house and furnitures, sanitary goods, and so on. During 5 years research period, each member of 
the study group conducted field research with visiting 60 more households to collect data on house 
utensils. The visited households spread throughout Indonesia, and some tentative data-collecting were 
conducted in Thailand, Singapore and The Netherlands. The collected data in document and photograph were 
shared among the study group and were used for comparative analyses and discussion.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)本研究代表者はインドネシアの国民文化
形成・普及と、その中でのバリ島住民の民族
文化の位置づけ・継承のダイナミックな関係
を探究してきた。 
(2)その研究を進める中で、国家整備の進展や
経済発展による社会変化を通じて国内各地
の生活様式が均質化されつつあることも観
察してきた。それは衣食住の基本的生活必需
品の均一化に見て取れる。とりたてて国家を
意識しないで進むこうした生活様式の均質
化もまた、国民文化形成を支える重要な側面
であり、生活用品リストを指標に検証するこ
とで、国民レベルの生活様式の均質化がどの
程度進み、民族文化要素がどの程度維持され、
またそうした均質化と民族特性の維持が国
家間でいかに異なるかを明らかにしうると
確信し、本研究を着想・企画するに至った。 
 
２．研究の目的 
 
(1)本研究は、インドネシア各地・各層の家庭
の生活用品リストを作成して、その各品目の
名称、形態、様式、入手先等を比較し、それ
ぞれが国内でどの程度汎用化・均質化してい
るのか、また民族文化的要素はどのような品
目に現れるのかを検証するとともに、隣国の
同様のリストと比較し、国ごとの特性がどの
品目のどのような要素に顕現するかを明ら
かにすることを課題とした。 
 衣食住に関わる生活必需品の調達は、自然
環境や民族慣習のほか、製造販売の状況や宣
伝等によっても左右される。教育の普及や就
業構造の変化などにより生活様式が近代化
するにつれ、工場製品の購買・使用が増え、
国内どこでも誰でも同じようなモノを使う
ようになっていることが予測される。同じ名
称・様式のものを使って生活することは文化
の共有であり、それが国内で均質化している
ことは（ひとつの）国民文化の共有にほかな
らない。一方そこに特定の民族固有の品目が
見いだせれば、それは民族文化が規定する要
素であり、意識的になされる選択の結果と言
える。こうして国民文化と民族文化の関係が、
モノの消費という側面で、「意識されない国
民文化」対「意識された民族文化」という構
図で明らかになる。さらに国家間比較により
インドネシアの独自性と東南アジア海域世
界の共通性も明らかにしうる。 
 
３．研究の方法 
 
(1)本研究では、比較する生活用品の品目を洗
い出してリスト化するための国内打ち合わ
せと、作成したリストに基づいてインドネシ
ア国内外各地の家庭で実際に使われている
ものを調べるデータ収集を作業の軸として
構成した。一家庭の生活用品は膨大な数にの
ぼるが、本研究は生活用具の悉皆調査を目指

すのではなく、生活様式の骨組みとなる衣食
住を基本に、民族や国の違いを浮かび上がら
せやすい品目にしぼってリスト化し、その内
容を国民文化の形成と民族文化の維持とい
う観点から比較検討することを目的とした。
さらに本研究を通して世界の他地域でも使
用しうる汎用リスト作成を目指した。リスト
検討等の国内打合せは本研究参加者全員が
集まって行った。 
(2)現地調査は本研究参加者が手分けして、ま
ずインドネシア国内各地で行い、後半で隣国
のシンガポール、タイ、フィリピンに広げた。
インドネシア国内の調査地選定では、民族や
宗教、都市部と農村部、ジャワ・バリ島とそ
の他のいわゆる外島といった中心と周縁の
違いに留意した。隣国での調査は、国家間の
違いが浮き彫りになりやすい品目にしぼり、
かつ民族や宗教、また都市部と農村部の違い
に留意して行った。各地域での収集データは
オンライン上の非公開ページでデータベー
ス化して参加者間で共有しつつ、国内打合せ
で収集資料を紹介し合って整理・分析・考察
を進めた。 
(3)研究組織は、研究代表者の鏡味治也、森山
幹弘、研究分担者の中谷文美、長津一史、津
田浩司、金子正徳、研究協力者の阿良田麻里
子、森田良成という、いずれもインドネシア
で長い調査経験を持つ研究者で構成し、研究
をスタートさせた。途中金子を研究分担者か
ら研究協力者に配置変えし、また山口裕子を
研究協力者に加えた。 
 
４．研究成果 
 
(1)生活用品に関する情報収集の基本となる
用品リストについて、試行的なデータ収集を
試みながら参加者で意見交換し、衣食住や宗
教関係用品およそ 75 項目からなるリストを
完成させた。衣については外出着やふだん着、
寝間着、上着や下着など約 20 項目、食につ
いては調理具や食器など約 20 項目、住につ
いては間取りや家具、通信機器など約 25 項
目、宗教関係では約 10 項目を、生活に必需
の基本用品としてあげた。 
(2)５年間の現地調査で約60軒の家庭から上
記リストをもとに生活用品のデータを収集
した。収集対象とした地域・民族は、ジャワ
島のジャワ人、スンダ人、華人、バリ島のバ
リ人、ロンボク島のササク人、ティモール島
のアトニ人、ブトン島のブトン人、スマトラ
島のランプン人、カリマンタン島の華人、カ
リマンタン島やカンゲアン島のサマ人に及
ぶ。さらにシンガポールや北タイ、フィリピ
ン,オランダでも試行的なデータ種集を行っ
た。データは項目リストに記入した名称や入
手時期などの文書データと、項目品ごとの写
真データである。収集データはオンライン上
の非公開ページでデータベース化して参加
者間で共有した。 
(3)生活用品リストという共通データをもと



に、異なる地域、異なる民族の生活様態を比
較することが可能になった。ただ、今回集め
たデータで見るかぎり、インドネシア国内の、
特に都市化した環境に暮らす人びとの顕著
な民族間の生活様態の差異は見いだせなか
った。これは近代的な生活様態において共通
の国民文化がすでに行き渡っていることを
示す。宗教面でも同一宗教であれば民族間の
差はみられなかった。 
(4)生活用品の顕著な違いが見られたのは、
農村部での伝統家屋での生活から近代的な
家屋での生活に移ったときの変化である。こ
れには日常生活の内容構成の変化のほか、生
活インフラの近代化による生活様式の変化
（近代化）が大きく影響している。この変化
は、生活用品リストを使って聞き取りをする
ことで、非常に効率的かつ具体的に家族生活
の変化を浮かび上がらせることが出来た点
である。生活用品調査は対象家族のライフ・
ヒストリーを調査するのにうってつけの手
法であることが確認できた。 
(5)国別の比較では、インドネシア以外での
資料収集が試行的なものにとどまったため、
いくつかの品目で興味深い違いは見られた
ものの、生活用品構成全体にわたる大きな違
いは見いだせなかった。とくに東南アジア内
の諸国でそれが顕著で、他方オランダの事例
はそれとかなりの違いを見せ、世界規模でデ
ータを集めれば面白い違いが浮かび上がる
ことを示した。 
(6)本研究では大学院生に生活用品リストを
使ってインドネシア、タイ、中国の家庭のデ
ータを集めさせることも試みた。生活用品リ
ストを使った調査は、その地域その民族の生
活様態を知る初期調査で有効であること、ま
た現地調査を始めたばかりの者にとって聞
き取りの手がかりを与えるものとして有効
であることを確認できた。 
(7)生活用品データをもとにしたインドネシ
ア国内諸地域諸民族の生活様態を描き出す
成果報告書は現在企画編集中である。生活用
品リストを使ったデータ収集の過程で浮か
び上がった生活様態の変化等の調査成果は、
次にあげる参加各人の著書・論文等で随時公
表してきた。 
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